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真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館
学

芸
員
栢
沼
勇
魚
様
、
及
び
真
鶴

町
教
育
委
員
会
学
芸
員
永
見
達

也
様
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

参
考
ま
で
に
、
小
さ
な
漁
村
で

あ
る
村
に
真
鶴
と
い
う
地
名

は
、
い
つ
頃
使
わ
れ
た
か
、
解

れ
ば
一
筆
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
真
鶴
半
島
は
自
然
公
園
で

あ
り
、
半
島
の
自
然
公
園
は
、

真
鶴
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
真
鶴
を
自
治
会
連

合
会
が
微
力
な
が
ら
「
住
み
よ

い
町
」
に
す
る
た
め
に
活
動

（
防
災
及
び
防
犯
、
地
域
の
祭

り
そ
の
他
）
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。
来
期
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。　
　
（
伴
野
芳
久
）

編
集
後
記

　

自
治
会
連
合
会
の
活
動
は
①
連
合
会
主
催

の
会
議
・
研
修  

②
部
会
活
動(

広
報
部
会
・
体

育
教
育
部
会
・
防
犯
防
災
部
会)  

③
町
や
諸
団

体
へ
の
共
催
・
賛
助
活
動
の
三
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
４
月
の
定
期
総
会

で
年
間
の
予
定
を
立
案
し
ま
す
。
令
和
７
年

度
も
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
捗
し
ま
し
た
。

①
連
合
会
主
催
の
会
議
・
研
修
会

㋐
定
例
会
〜
毎
月
第
二
木
曜
日
に
開
催
し
、

各
自
治
会
正
副
会
長
が
出
席
し
ま
す
。
７

年
度
は
12
回
開
さ
れ
ま
し
た
。
町
な
ど
か

ら
の
回
覧
依
頼
、
連
合
会
長
が
出
席
し
た

審
議
会
な
ど
の
報
告
、
各
部
か
ら
の
報
告

を
う
け
ま
し
た
。

㋑
特
別
委
員
会
〜
原
則
第
三
火
曜
日
に
開
催

し
、
各
自
治
会
の
会
長
が
出
席
し
ま
す
。

７
年
度
は
12
回
開
催
し
ま
し
た
。
自
治
会

の
課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。

㋒
防
災
研
修
会
〜
６
月
21
日(

土)

「
避
難
時
運

営
ゲ
ー
ム
H
U
G
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

㋓
視
察
研
修
会
〜
11
月
11
日(

火)

静
岡
県
松
崎

町
を
訪
問
し
避
難
訓
練
な
ど
防
災
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

②
部
会
活
動

㋐
広
報
部
〜
年
４
回
の
「
自
治
会
だ
よ
り
」

を
発
行(

６
月
15
日
、
９
月
15
日
、
12
月
15

日
・
３
月
15
日)

し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

連
合
会
の
諸
活
動
・

単
位
自
治
会
の
活
動
な
ど)

の
新
着
情
報
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
随
時
行
い
ま
し
た
。

㋑
体
育
教
育
部
会
〜
成
人
学
級
を
年
４
回(

６

月
２
回
、
11
月
２
回)

開
催
し
ま
し
た
。
今

年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
暮
ら
し
に
生
き

る
知
識
と
教
養
を
高
め
る
契
機
と
し
て
、

生
涯
学
習
の
機
会
の
拡
充
を
図
る
」
で
し

た
。
２
月
に
は
社
会
見
学
と
し
て
明
治
大

学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
、
王
禅

寺
エ
コ
暮
ら
し
環
境
館
に
い
っ
て
き
ま
し

た
。

㋒
防
犯
防
災
部
会
〜
７
・
８
月
を
除
く
「
交

番
の
日
」(

27
日
前
後)

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
各
自
治
会
持
ち
回
り
で
実
施
し
ま
し

た
。
た
だ
廻
る
の
で
な
く
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
り
、
特
殊
詐
欺

を
注
意
喚
起
す
る
ビ
ラ
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
も
し
て
い
ま

す
。
尚
、
10
月
は
小
田
原
百

貨
店
前
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
啓
発
物
品
の
配
布

を
実
施
し
ま
し
た
。

③
町
や
諸
団
体
へ
の
共
催
・
賛

助
活
動(

主
な
も

の)

㋐
春
・
秋
の
交
通
安

全
運
動
〜
４
月　

７
日
間
、
９
月　

６
日
間
、
町
内
児

童
生
徒
通
学
路
で

見
守
り
に
協
力
。

㋑
総
合
防
災
訓
練
〜

９
月
27
日(

土)

４
指
定
避
難
所
で
防
災
訓
練

に
参
加
。
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
不
慣
れ

で
、
課
題
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
次

年
度
訓
練
に
向
け
前
進
し
た
い
。

㋒
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
真
鶴
〜
10
月
18

日(

土)

真
鶴
岬
・
番
場
浦
清
掃
活
動
に
協
力

し
た
。

㋓
よ
さ
こ
い
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
11
月

８
日(

土)

交
通
指
導
や
給
水
に
協
力
し
た
。

㋔
ど
ん
ど
焼
き
〜
１
月
４
日(

日)

竹
切
・
組

立
、
17
日(

土)

点
火
・
片
付
に
協
力
。
当
初

点
火
は
10
日(

土)

で
あ
っ
た
が
強
風
で
延
期

に
な
っ
た
。

㋕
荒
井
城
址
公
園
し
だ
れ
桜
宴
〜
３
月
19
日

(

木)

提
灯
の
取
り
付
け
協
力(

片

付
は
４
月
５
日
予
定)

。

 

尚
、
７
年
度
は
町
民
運
動
会(

第
77

回)

は
雨
の
為
中
止
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
連
合
会
員
の
皆
様
に
は

１
年
間
の
活
動
ま
こ
と
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
視
察
研
修
会

１
令
和
７
年
度
方
針　

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
に
あ
た

る
駿
河
湾
に
面
す
る
自
治
体
を
視
察
し
て
平

時
に
お
け
る
避
難
訓
練
な
ど
に
お
け
る
課
題

つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
。
②
真
鶴
町
と

視
察
先
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
課

題
に
つ
い
て
相
互
理
解
を
深
め
る
。
③
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
の
歴
史
背
景
な
ど
も
理
解
を

深
め
る
。

２
視
察
先
：
松
崎
町(

11
月
11
日(

火) 　
15
名

参
加)

　
視
察
内
容
に
つ
い
て
は
第
１
２
１
号(

前
回)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
以
下
は
感
想
を
列
挙
し

ま
す
。

●
静
岡
県
は
独
自
の
「
静
岡
県
ふ
じ
の
く
に

防
災
士
会
」
を
組
織
し
て
防
災
対
策
を
強
化

し
て
い
る
。
●
県
民
の
防
災
意
識
が
非
常
に

高
く
、
松
崎
町
に
お
い
て
も
防
災
訓
練
の
回

数
も
多
く
、
参
加
率
も
非
常
に
高
い
。
●
小

中
学
生
に
対
す
る
防
災
教
育
も
年
間
を
通
し

て
充
実
し
て
い
る
。

　

真
鶴
町
に
お
い
て
も
防
災
意
識
の
向
上
を

目
指
し
た
広
報
や
若
い
方
の
防
災
訓
練
参
加

等
今
後
の
課
題
が
見
え
た
研
修
会
だ
っ
た
。

　
教
育
体
育
部
会　
　

●
前
期
第
一
回
成
人
学
級　

６
月
21
日

（
土
）　

〜
笑
っ
て
平
和
な
日
常
を
〜　

講

師　
楽
笑
会　
浦
鐘
家
清
五
楼
氏
他

　
参
加
者
49
名  

講
談
も
勉
強
に
な
り
、
楽
し

く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
前
期
第
二
回
成
人
学
級　
６
月
26
日
（
木
）

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
町
の
活
性
化
」  

講

師　

港
喫
茶
ペ
ペ
コ
ー
ヒ
ー　

松
木
一
平
氏

　
参
加
者
51
名  

地
域
お
こ
し
で
頑
張
ら
れ
て

い
る
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
後
期
第
一
回
成
人
学
級　

11
月
20
日

（
木
）
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
」 

講
師　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
心

花
春
）
管
理
栄
養
士　

小
澤
寿
美
子
氏　
　

参
加
者
44
名  

健
康
維
持
の
た
め
の
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
後
期
第
二
回
成
人
学
級　

11
月
22
日

（
土
）
「
史
料
で
読
み
解
く
源
頼
朝
と
真

鶴
」 
講
師　
真
鶴
町
教
育
委
員
会
教
育
課　

学
芸
員　
永
見
達
也
氏　
参
加
者
53
名  

ロ
マ

ン
あ
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●
社
会
見
学　

２
月
26
日
（
木
）

参
加
者
20
名

川
崎
市
多
摩
区　

明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸

研
究
資
料
館   

川
崎
市
麻
布
区　
王
禅
寺
エ
コ

暮
ら
し
環
境
館

◆
体
育
部
会

　
町
民
運
動
会
は
雨
天
中
止
。

　
防
犯
防
災
部
会

（
１
）
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

令
和
７
年
度
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
９
回
計
画

し
た
が
天
候
不
良
で
１
回
中
止
と
な
り
、
８

回
実
施
。
７
・
８
月
の
２
ヶ
月
は
、
自
治
会

毎
に
夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。 

10

月
は
全
国
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

小
田
原
百
貨
店
前
で
、
防
犯
啓
発
の
チ
ラ
シ

等
を
買
物
客
へ
配
布
。

（
２
）
防
災
訓
練
と
防
災
講
演
会

　

９
月
に
町
の
総
合
防
災
訓
練
を
、
４
カ
所

の
指
定
避
難
場
所
に
分
か
れ
実
施
。
本
年
は

真
鶴
中
学
の
生
徒
全
員
、
各
々
の
居
住
地
の

自
治
会
が
避
難
す
る
避
難
場
所
で
の
防
災
訓

練
へ
参
加
。 

防
災
備
品
（
救
急
用
品
）
の
消

費
期
限
切
れ
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
町
へ
改

善
を
要
求
。
６
月
21
日
に
は
疑
似
体
験
学
習

と
し
て
、
「
H
U
G
（
ハ
グ
）
」
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
学
習
会
を
実
施
。

　
　
広
報
部
会

◆
自
治
会
だ
よ
り　

年
４
回
発
行
（
６
月
、

９
月
、
12
月
、
３
月　
全
号
カ
ラ
ー
）

〇
６
月
号
（
１
１
９
号
）　

連
合
会
長
年
度

挨
拶　

寄
稿
文　

（
プ
ロ
フ
リ
ー
ダ
イ
バ
ー

岡
本
美
鈴
氏
）

〇
９
月
号
（
１
２
０
号
）　

避
難
所
運
営
疑

似
体
験
学
習
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
体
験
報
告　
　
　

寄
稿
文
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
参
加
者
感
想
）

〇
12
月
号
（
１
２
１
号
）
連
合
会
視
察
研
修

報
告　

総
合
防
災
訓
練
の
振
り
返
り　

寄
稿

文
（
防
災
士
に
な
ら
れ
た
方
々
）

〇
３
月
号
（
１
２
２
号
）　

令
和
７
年
度
連

合
会
活
動
の
総
括　

寄
稿
文
（
永
見
達
也
学

芸
員
、
栢
沼
勇
魚
学
芸
員
）

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
０
２
３
年
４
月
に
開

設
し
３
年
経
過
。

　

自
治
会
だ
よ
り
・
総
合
防
災
訓
練
・
防
災

講
演
会
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
視
察
研
修
・

全
国
交
通
安
全
運
動
・
祭
り
（
兒
子
神
社
例

大
祭
・
貴
船
ま
つ
り
・
岩
海
岸
夏
祭
り
・
岩

海
岸
ど
ん
ど
焼
き
）
等
を
掲
載
。
今
年
度
の

年
間
閲
覧
回
数
は
約
１
，
６
０
０
回
で
、
月

平
均
の
閲
覧
回
数
は
約
１
３
０
回
程
度
。

１　　　自治会だより　R8.3.15号 自治会だより　R8.3.15号　　　４

令
和
７
年
度
連
合
会
活
動
の
総
括

自
治
会
連
合
会
会
長
　
朝
　
倉
　
　
隆

自治会連合会
ホームページ
自治会の活動内容を
紹介しています。
是非ご覧ください。

令
和
７
年
度　
部
会
活
動
報
告



真鶴町教育委員会　学芸員　永見　達也真鶴町立遠藤貝類博物館　学芸員　栢沼　勇魚
かやぬま       いさな

図１：参加者の作品

図３：12月のサンゴ群集の様子

図２：三ツ石海岸で見つかる微小な貝殻

３　　　自治会だより　R8.3.15号 自治会だより　R8.3.15号　　　２

「
真
鶴
・
発
見
！
歴
史
と
自
然
」

　はじめまして。私は、昨年４月より真鶴町教育委員会に
文化財担当の学芸員として配属されました、永見達也（な
がみたつや）です。
　皆さんもご存知のように町には、歴史・文化財関係の博
物館がありません。私は学芸員という職名ですが、「行政
学芸員」とよばれる、自治体の文化財保護行政に関わる専
門職員として、現在は町の教育委員会に勤務しておりま
す。真鶴町では文化財担当の学芸員を設置したのは今回が
初めてらしく、私はその最初の職員として採用されまし
た。

　私の専門は、古文書などを読解して歴史を解明する歴史学
という分野です。その中で、南北朝・室町時代の関東の歴
史、特にその時代に活躍していた関東上杉氏一族の研究をし
ています。学生時代には源頼朝関係の史料も沢山読んでいた
ので、頼朝の時代も専門に近い分野といえます。
　そんな私ですが、昨年の11月22日（土）に成人学級に
て、「史料で読み解く源頼朝と真鶴」という講座を開催させ
ていただきました。この講座では、私の専門分野である歴史
学という視点から、中世に書かれた史料を中心に、頼朝が船
出した場所を再検討したり、これまで町の歴史では知られて
いなかった頼朝と真鶴の新出史料を紹介しました。

　真鶴町は源頼朝のゆかりの町として数多くの伝承が存在します。歴史研究者としての仕事は、史料か
ら、より史実に近い歴史像を復元することでありますが、町民が大切にしてきた伝承も歴史の一つです。
ですが、そうした伝承はいつ頃から生まれたのか、どのように今まで伝わってきたのか、その背景などを
研究していくことも大切です。歴史とい
うのは、新出史料の発見や古文書の再読
解により、従来の通説が覆ることが多々
あります。これからは、町の伝承などを
大切にしつつ、町の歴史を調査・研究
し、さらなる解明ができればと思ってお
ります。
　最後になりますが、私は真鶴町に来て
まだ１年目であり、真鶴の歴史や文化財
などは分からないことが多いです。これ
から沢山勉強して、町の文化財を後世に残せるように努めていきますので、皆さんに色々と教えてもらえ
たら嬉しいです。

　真鶴町立遠藤貝類博物館で学芸員をしておりま
す、栢沼勇魚です。日頃より博物館の活動をあたた
かく見守っていただきありがとうございます。
　当館では日々、調査研究・展示・教育普及活動を
進めております。今回はその中から、イベントと調
査活動の近況をご紹介いたします。昨年11月には、
ボランティア団体「貝博サポーターズ」との共催で
「紙粘土でウミウシを造ろう！」を開催しました。
ウミウシは貝殻を持たない巻貝の仲間です。世界で
3,000種以上が知られ、「海の宝石」とも呼ばれる

美しい生き物です。真鶴の海でもこれまでに60種類以上が確認されており、海の豊かさを象徴する生き物
のひとつです。当日は紙粘土と絵具を使い、形や色を再現し
ながらウミウシの生態や体のつくりを紹介しました。会場に
はオリジナリティあふれる作品から精巧なものまで多彩なウ
ミウシが並び（図1）、海の生き物や真鶴の海への関心を深
めていただける場となりました。
　２月には、「海まちラボ海さんぽ三ツ石海岸ビーチコーミ
ング」を開催しました。海岸には、山から川を伝って流れて
きた木の実や、貝殻・カニの抜け殻といった生き物の痕跡、
さらにペットボトルやビニールなどの人工物まで、さまざま

な漂着物
が見つかります。これらを観察することで、山と海の
つながり、そして人と自然の関係について考えること
ができます。冬は海に出かける機会が少なくなります
が、海岸を散策してみると新たな発見があるかもしれ
ません。
　調査研究活動では、真鶴半島周辺から見つかった分
布北限のサンゴ群集について調査を行っています。冬
の間も定期的に潜水調査を実施しており、その様子を
撮影・記録しながら、低水温期におけるサンゴの生育
状況を確認しています（図3）。
 冬の海は水温が低く、サンゴにとっては厳しい環境と
なりますが、群集は大きく損なわれることなく維持さ

れており、季節ごとの変化を長期的に記録していくことの重要性を改めて実感しています。調査によって
得られたデータは、真鶴の海の環境変化を把握するとともに、サンゴがどのように分布を広げているのか
を知る手がかりとなります。今後も継続的な観察を行い、その成果を展示や講座、広報活動を通して地域
の皆さまにお伝えしていく予定です。

「真鶴町初の文化財担当学芸員として」「博物館だより― 真鶴の海から広がる学びと発見 ―」


